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優秀演題

優秀漬題セッション 11月29日（金） 10:00~11 :30 第4会場

座長 ：佐藤勝彦（札幌心臓血管クリニック循環器内科）

樋ロミキ（日本看護協会看護研修学校）

宮下裕介（長野赤十字病院循環器内科）

審査員 ：上村哲司（佐賀大学医学部形成外科）

大竹剛 靖（湘南鎌倉総合病院腎臓病総合医療センター）

柿花隆昭（東京大学医学部附属病院トランスレーショナルリサーチセンター）

田村綾（市立札幌病院看護部）

東田隆治（横浜総合病院心臓血管外科）

E0-1 フットケアにおける看護師の多職種連携の実践能力と関連要因

永瀬紗奈衣（独立行政法人地域医療機能推進機構神戸中央病院） ............................................... 178 

E0-2 弾性ストッキングの色調による使用感と形態的・物理的性質に関する検討

牛 山浅美（東名厚木病院看護部、
日本静脈学会弾性ストッキング ・圧迫療法コンダクター養成委員会） .................. 178; 

E0-3 レオカーナ(LDL-A)による創傷治癒効果に影響を与える因子についての検討

田村周平（社会医療法人社団カレスサッポ□時計台記念病院臨床工学科） ............................... 178 

E0-4 創傷治療目的に入院した下肢閉塞性動脈疾患(LEAD)の予後に関する検討

菊池佳世（湘南藤沢徳洲会病院リJ¥ピリテーション室）.................................................................. 178 

E0-5 血管内治療を施行した包括的高度慢性下肢虚血患者における患者背景、臨床予

後の時代変遷

畑隔介（関西労災病院循環器内科） ．．．．．．．＂．．．．．．．．．…•＂．．．．．．．．……….......................................... . .......... .. ... . . . ... . 179 

E0-6 小学校における足測定の意義（第2報）

～子どもの足長・足囲と上履きの実態～

山口久美子（一般社団法人足育研究会、 一般社団法人足と靴と健康協議会）’….........................179 

E0-7 透析患者のABIと足趾可動域の関係について
伊藤 美枝（医療法人社団渭永会矢吹病院看護部）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．會........................179 

E0-8 Bypass術による血行再建を施行した CLTI加療における

IM grade P2の重度足部病変が肢機能に与える影響
土井田務（詢II医科大学外科学渭座血管外科） ................................................................................ 179 
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優秀演題セッション

E0-1 
フットケアにおける
看護師の多職種運携の実践能力と関連要因

o妬嵐紗桑如、池田 消子21、高木 廣文2>

1)独立行政法人地域医療機能帷進機構神戸中央病院.2)神戸市看護大学

（目的］ 足剤の予防的 ，治粗的フットケアでは多職種連携（以下、

IPW)が不可欠で、その調整、推進のための実践能力が看護師には求

められる。本研究では看護師の IPW実践能力と関連要因を検討する。

（方法J全国750施設の代表看護師 1名に質問紙調査(2023年6-8
月）した横断的研究である。IPW実践能力評価尺度(CICS29)によ

る IPW 実践能力と個人要I~やフットケアの IPW状況等を統計学

的に分析した （有意水準5%)。
（結果］ 回収数324件（回収率43.2%)、有効回笞157件であり、 IPW
爽践能力は11項目で有意差が認められた。 t検定により慢性疾患竹

護専門看護師資格の有無(p=.004)、看護師特定行為陰圧閉鎖療法

実施の有無(p=.013)、一元配置分散分析によりフ ットケア実践年

数(p=,004)の5年以上~10年未満と 15年以上の1111(p=,004)、不

定期情報共有頻度(p=.009}の2週1回一月1回と週1回以上のIHI
(p=.012)等の項目であった。IPW実践能力を従属変数とした重回

帰分析では、慢性疾患看護導l"l看護師、皮膚・排泄ケア認定行護師、

足病変の予防的指導、フ ットケア学習高頻度、 IPW学習経験、巡

携臓種数、不定期情報共有週 lliil以上、定期カンファレンス月 1回
以上、病床数200床未満の各変数が選択された（自由度調整済み

Ic=. 加 ）。
（結誼Jモデルの説明力は大きくないがフ ットケアでの看渡師の

IPW実践能力を説明するモデルは明らかにされておらず、 IPW実

践能力向上のための有用な示唆が得られた。

E0-3 
レオカーナ(LDL-A)による創傷治癒効果に

影響を与える因子についての検討
たし ら t • ぅへ＼’

〇田村周平
社会医療法人社団カレスサッポ0時計台記念病院醤床工学科

（はじめにJCLTIは血行再建後に充分な血流改菩が得られなかっ

た症例等に下肢救済目的で HBOT、LDL-A等の補助療法が併用

される事がある。

【目的)LDL-A Iこよる創傷治癒に影響を与える因子を検討した。

［患者背景） CLTI患者15名。

【評僅項目） 後ろ向き研究により、血管造影、潰瘍範囲、 CRP、
LDL-C、F'ibを評価した。

［結果I(IIJ侮治癒(Healed訂,oup: HG)した10名は血管造影で足部

以下に標的血管があり、削傷治極に至らなかった(Unhealedgroup:
UG)5名は血管造影で足部に標的血管がなかった。潰瘍の平均径

(=J長径x短径と定義）はHG5.4土1.7cm、UG6.7土2.1/102土

3.0cmに拡大し大切断に至った。CRP:HG 1.6土2.0/0.9土1.lmg/dL、
UG 4.6土2.8/5.J土4.8咽/dL,HGとUGのLDL-A前に統計学的布

意差があ った。LDL-C:HG 67.5土30.2/48.5土 17.3mg/dL、UG
45.0土21.7132.6土 13.4mg/dL、HGとUGのLDL-A前後に統計学

的有意差があった。Fib:HG 282.7土 88.3/233.6土 74.4mg/dL、UG
331.0土 109.6/253.2土95.2mg/dL、HGのLDL-A前後、 HGとUG

のLDL-A前で統計学的有意差があった。

［考察)UGは、 ①lfll管造影で足部の標的血管を認めず、②CRPは

LDL-A前で窃偵であった。LDL-Aによる潰瘍改菩は足部の標的

血管がなく、 LDL-A中に潰瘍範囲が拡大、かつ活動的感染がある

状態では期待できない可i能性がある。

（結栢J本研究において、 CLTIのLDL-AIこよる創傷治祖に影響

を与える因子は1)an管造影の標的血管の有鳥、 2)LDL-A中に潰

瘍範囲拡大がない、 3)活動的感染の有無、であった。

E0-2 
弾性ストッキングの色調による
使用感と形態的 ・物理的性質に関する検討

o紺·,j 謀u,、中正剛l)、小島淳夫◄)、野村直樹5) 、
山下 巌61 、 鎌田順逍”、田澤 賢一8 1、志村届一郎~,

1)榮和厚木病院看護部、 2)日本静脈学会弾性ストッキング・ 圧迫療法
コンダクター璽成委員会 3)東名厚木病院整形外科、 4)秦名厚木病院

血詈外科 5)東名厚木病院総合診療科、 6)秦名厚木病院救急科、
7)秦む攣木病院乳腺外科、 8)秦名厚木病院消化器外科 9)東邦大学

輯センター大橋病舟心饂酎科

（は じめにJ弾性ストッキング(ECS)は、同一製品でも色調（こよ

り感触や使用感が異なる。
（目的J色違いの ECSにおける、使用感と性質の違いについて検

討した。

（対象と方法J平編み ・丸編みそれぞれ、同一製品のハイソックス各

6色2本ずつ使用した。JIS規格を参考1こ、伸長半、編目密度、骰き寸、

原み、質呈を測定し、多童比較検定と相関分析を実施した。過去2年
間（こ色違いの ECSを好用した患者21名（こ、使用感を聞取り調査した。

（結果J平編み ・丸編みとも、各項目の測定値はいずれも色による

差を認めた (p<0.01)。色調が暗い黒と紺色系は横に伸ぴ、ペー

ジュ系は横1.:1111ぴ1こくい傾向がみられた。特1こ焦は高密度で骰き寸

が小さい特徴を認めた。ただし、平編み新ページュと丸編みキャラ

メルは他と異なる性質を示した。横伸張率は、縦編目密度と正の柑

関を認め（平編みrs=0.4、丸編み rs=0.8)、横置き寸と負の相関

を認めた（平編み rs=-0.7、丸編み rs=-0.4)。 また、 mは締め付

けを強く感じる患者が多かった。

（考察J色調による ECSの性質の差は、染料の浸透力や染着力、染

色条件（時fllJ、i尉支、濃度等）の影響が考えられる。黒は編地の収縮

に伴い、単位面積内の編目密度が増加し、横伸長玲iも大きい数飢を

示したと推考される。また、使用感と編地の特徴が一致しており、性

質の差を敏感に感じている患者の疑問への真摯な対応が必要である。

今後、耐久性や作月1についても検iけが必要と考える。

E0-4 
創爆治療目的に入院した下肢閉塞性動脈疾患(LEAD)の
予後に関する検討

. ( り q• よ

〇菊池佳世尺倉田修治2,、小林 直樹八角田賢史尺
成Illかほり 1.3)、高島型子＂、 上田晃子.,、飯田直成..、

渡邊京子5)

1)湘南藤沢徳洲会病院リハピリテーション室
2)湘南藤沢徳洲会病院外科 3)湘南藤沢徳洲会病院暑護邸．
4)湘南藤沢徳洲会病院形成外科、 5)涸南藤沢徳洲会病院皮廣科

1目的l下肢閉塞性動脈疾患（以下、 LEAD)はその病態から併存

疾息が多く生命予後不良とされている。 しかし｀歩行能力と生命予

後に関連した報告は寡少である。今回、当院に下II支創据治療を目的

として入院した LEADを有する患者の併存疾息、歩行能力と予後

について調査した。

1方法l2019年11月から 2022年7月までに下肢創侮治療を目的と

して入院した患者のうち、 LEADと診断されている91例を対象と

した。カルテより後方視的に併存疾患、検査所見、歩行可否、およ

ぴ生存状況を調査した。統計分析は t検定、 mann-whitneyU検定、

Fisher正確確玲増t定を使用し、 1年後生存の有無で以洋に分け比較

検討した。布意水準は5%とした。また、ロ ジスティック回婦分析

で1年後生存の有無に強く影響している因子を検討した。

［結果l対象者91例(76.8土 10.8歳、在院日数41.2土 41.2日）のう

ち、1年後生存群は67例、 1年後死亡群は24例であった。入院時

CRE、心不全既往の有熱、退院時歩行可否の各項目において2群llil
で有意差が認められた (p<0.05)。また、 1年後生存の有熊を目的

変数としたロジスティ ック回帰分析でCREと退院時歩行可否が強

く影響していることがわかった。

［結譲l入院時CRE、退院時歩行可否が1年後の生命予後に影響す

ることが示唆された。

発表に際し開示すべき CARはありません。
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